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-G置保麟醐聞が決まDました

世 |
平成73年度の

椅~J"収の人じま すでに4月ひら

仮8回収が始まっています.

.週間恨の人の納付隠

6月から始ま Dl安 ~.

キ成厄扇町古保時料嗣.

前毎ゅの所得とそ判にAづいて決まる今tj!IJ: (ljI. Ji!( 1 3年度)の市町村民観際規状況により ~の

5~憎の区分に応じて個々に決.0ます.

-，.・ l・，.金貝があ町"民唄第贋拠

術"受・ 1本Aが市町村民司...狙 {開 ..，:.，盟主.ているλs、る

1叫

孤瓜淘伺

聞の開明lよ旬肘.・""，..， 9"，で6
，・"鋸.寄れた憶険料金負担してもらい奮す.⑤

'""から来毎"は本来の健闘食事帯金負銅してもらい

怠す.③と⑧の合計阪が上の衰の写側保険"割で令.

介腫俣凋b志 社会全体で介..，の負担を支え合う

剛直です.，回j度の趣旨を理附いただき 保険帥の

納付に協力をお厳し、します.

保陥料の玉iム方法と納期

嗣吋方珪 対 • 輔副血血
事喧日年4月1日現在M阻凪上で.帥 4 温融

年金昔年圃"万円且上豊崎Lてい'A

..・町 上..世帯別軍胆に圏直当Lないλ

H 闘の 入"醐偶蹄削船~納付制剛山、ま

す.λdし 口座領.の人11."度から引...61!以降，ロ・R・・で納めでもらいますので 特別.畝め人と同組4納付.

1;1 iI!付してい..ん.

支払方法 網棚

E聞と Lて年宣から天引島 "‘ UI.811冒'"
【違 " 11. 1111‘.牢"

柏村書または口座橿ーにより (; JI 6>"聾年3月宜
.困じ壷a圏直園者rで刷柑 で町瞳'"輔副町草壁

{注"平副度目年賓待別置収とをる人でも 平."

g存度i納付・:またはロ・・・1よ句納付L仕入に

つ、てはヲ"畿..月、 9J1I:1..・(/..10月

から特別優収とな句 重寸

I臥 '.問 l柑椀介嗣酬{曹34 1111肉)へ.

帽出品。 開
制町四 回



-老人保健ら衰の医軍制度

壱λ保健法の医療制度
次の内留に臨 時人で却をしていた湿し川相府高齢者同町制閉 週間神

罰してくI::<!¥ぃ .負包盆市どの語順が費削ヲ られます(臨調をした月'"初日から対象と忽，.す).

老人保健法医療給付の患者負担額の減額について
(健康手帳 場巨人保健之の医.受紛奇怪を得っている人)

-ス開 4 酬 請 同 組 ト閥 次t酎する人は入院しとと金叩4 開盆の 1刊の叩

臼ロ税 引がづ<"とお町減飯されます{毘内定IU'll.要引

珂軍 画 の 璽 件 月限皿 申 踊"必 園町与もの

寧虚1311'11間町n"幌拝冨鴨世帽に
".o(剛五l

憧庫健闘..、匝檀.値.. 印置 事."・'.1J!2目且睡眠入者町¥，'/'t曹i二

圃.. 人 ういて目、，町人前平虚"年置の市町村民棋が鼻陣植で..ことがわか晶薗圃

平虚"年宜同町".割非曹幌世帽で
l叫

.圃畢祉事量..置庫哩瞳直、世.唾瞳..印置平"，事'"日目提匝λー町い
かつ聖齢掴祉卑量豊歯盲 る世ーについては、そのλM平瞳"年置め市町村民且.'鼻圃睡で島るこ左がわかる薗圃

入工置斬酒量聖行うillt<!Jlll>慢性胃革主 K叩 医師円..書置車由同11:.1l'i4畳骨者証、時量
血E商事ど哩晴.. 軍拍車聖里村ている人

.鳩山田「臨時箇欄 次に附する人ほ入隠し£ときに:H!.う同代 (剛山とおり

糊され肘(寵:<111が必要 . 

. 庫銀毘鹿屋辺玄lil 専属下'<，月...。ら)

入院してゆ月四一…coc門以よめ4 負担盆を支払った老人医療費闘が同一也事同銀

いるとき恕ど" 合寓して37.200門を紐える積(市町村侵悦務課後也轡に・.る人忽どの崎合 21.000門以上の

箇負担腫そ合買して24.60C内を掴える額)の払い戻しをftい開のでゆ磁をしてください.

Z茅お 老齢補佐隼金受総司書 (市町将民説非現桜笹得) 公賓負担医厳格定疾織 と係る療費を受lフた渇含および問

用にw所以ょの縄臨 J入院した・合 払L嘆しわ受げられる・盆があります.

輔 に岬時@一回醐E 醐蛸組印鑑劇画区本人の銀行口座のわか る も の 問

視酬であって平成13'"1月2日以後転入4時間、拍手引ごつ』ては その川平成"年度の市町村民艇

が弗鍵鼠である ζ とがわ地る・頒

(注)①月の'"から月求までの lか月附で計算

②保険語家療費の肉己負狙観が吋象(食事代 筆額 、ヲドftl!含まれまeん)

時 人lより市町村民裂の時臨時などを法付する場合" 酬を受It./， fllJ'平成"写1If ~ら 5

円 安 では 1' $: II ~与度平成η年 6 月からは平感"年度の市町付民援帯疎慢E証明・などが必要です.

皿、省出 ，.役同働者福祉銀 .

固 甥鳩官自白



-園保加入者の由民健康保隙料
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写成 ' 3年度~.民健康保険手当〔医積分と介額

分)の鱒定方法俗 昨年間織で次均とおりです.

"'等々溜加している医療鍵に対処するため

平成9年度Pら鋸え置いてしVこ医療費分o限度額

49万内を今写慶"ら"'方向に改訂し零す.

健康保険料民国

(40-6<1・の人が');11)介 種分療分医

⑤所得割賦録棟割担額x，∞分の 1①所得柄献視線準額"∞分の 9所得割

⑥平成"年度凶定資産悦音質"ω分の2

(土地家屋対1<'

②平成D年度固定資直後省Ix100分の"

(よ二地 家四対象)
資産剖

司“~円⑦敏保険者人あた り19.8制)1'1③被保険狩一人あたり均等劃

3βω円③ a手作あたり21.600円(j)1惜帯あたり平等劃

⑤ +⑥ +⑦ +⑥の合計① +②+③+⑥の含針俣険料

70αJO円510，脱却円限度額

年度途刷こ40績に歪リ遺する人と

65穏に到達する人の介憧保険料

平成"年刊岬 w哉の融自になる月分 (ただし l

II '/)'1肱凶の人"その削創刊.酬を納めてもら

います.平成"年6月2日I降でw.に到遺する人" 加

入酬ができた霊山崎付含めた附"健康輔斜をお

勉らせします。 平成u!f- 4 I1 m・ 1:6~Jlに会る入" “厳

剣逮月の前月分(ただし ， 0が優生日の人はその前々 月
分)までの保険料を納めでもらL ます

な1;.6s畿到虚像の介..蹟斜"つLでは市役柄介被

保険環からむ知らせし3付

年度途中で資絡を取得喪失した時

年度途中で資絡を取得した時はその月分地ら また 守

使途中?資格を喪失 Lた時はその前月分までめ保険"を納

めでもらします.

納付の方法

闘が情加国 民剛 保酬として 1枚の納付舎

で納めてもらい，す.刊での国民健制酬と閉じく '"

Mに"割旬して 6月中旬に送付します.

へe 

恕ト右京品困

市役目所保険課 (ft34- 111 lOtl) [問い合わせl
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ごみ灘量 リサイクル実践贋良国体等専願修制度都市計画の

変更・決定について
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 生涯学習センター

生涯楽習大学

。 パソコン揖直入門掴(奇4固 シ リー ズ)

パソコンの基本横作b、ら圃幽耳王立書惇周"ワ ド恒周)ま

で四時じめてパソコンにふれる人のため町踊座です.

爾盛名 と • パソコン岡" 7/11. 7/l'.， 8il 且'"町書本喧目 4・
パソコン闘車4 7m.8/3‘ 8110. 8117町書量喧H ‘圃

開園躍しrVf1b午睡E崎-，崎

定員事"人 .テキスト代 ，~円 砂そ白地 学習

内容が向じた崎、これまでに同七ンターのパノコ〆薗揮を受

講 した人"応揮できません.

I申し過融11主置はがきtニ講曜名{昏号も)、住所、氏名(ふり

炉>::l-年齢、性別 電話番甘、生涯事官大学的垂構証を持って

いL人"受圃証番号 It~希望(2 olt -l!t:'t繭)町人はその旨

を書いて 、 6 月'"日，膏で生.宇胃セ~タ {守.~阜m特ケ

町" 世 26-8811)へ。 ，世lご I揖曜隈，..閣と し

て歯11'1費簡で車る人に個ります..障再"栴科..ぃ場合は6

月"日午前l国字から間七/ターで公開摘置

-・・・・・・ ・ーーーーー・.. . .ーー・.
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1じ.. 出彊局窓71-1017東.. 出彊埼n93-0001お刻5'主・否..出彊斯n44-1001

えて
~今年も梅雨の時期がやってきました~

との町一ゃm ーです.fi!lo::a<fl即軒町配…に酔じて多

くの爾白隠るた俊弘司択曹を隠じめ土@災膏恕ど ζよる犬き忽慣習も予怨さm医..
.爾守'.眠初厩カ"昨匂矧m茎"度薗ゐ怒さ_.o苅掃欧織で俊曹を・寸唱町"闘えると と"できま..

回 目。ら冊目^"'"丘町拍で蜘立てて悶しよう.

0屋内での対策O
気象情鰻i注意しましょう 修

司区ゃ断水:また.・eする場合1・え

で生活用品の櫨.ゃ..品。.

倉食などをすぐi鈴Zら出せるよう

噂.しでおきましぶう ..永の傘

附 . ， 肘 は ま 財 制 な ど を

高い漏同時に移Lてお'"ょう.

口調R塵の対震口

屋領醐どい

瑚戸窓外援

会ど重点検し

異常がある箇所

は修理補強会

どをしておき ま

'"う.

。災書H時の紹叡窓口0
市で1'.liltlli災..爾で災害時のlt.，1っしで 次のように飽き当衛局制めでLます.聞もト合わせは 鎧荷衛局I

"・.'します.

なお闘で醐相援をする耐油断.t.>;'.~(，合同で曲Lでくださ L

誠硬直通電話が醤，.の場合は (代表)34-1111l例?でuされ

ー
の
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前
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市役所n34-1111ft電 子6.:3Q-8S80 ニ舟大路商丁目， . ， ・~姐らぜ

した絶県 "く
.梅Jとして

応疎ありがとうございました

抱負】醐人

l利用時間】 午前9時、午後9健学

"本箇目" 曜日 後日の翌日 年末年自

!軸酎柵1閉月川州首の初日、剛間"目前

{廟込方.， 学前9時、午後5崎(休節目を除<) I:i/[穣

摘し 申し込んで〈だ<"'.;f;:~年寄の申し込みまた

は電脈 "クン、リ 毘過での申し込みはできません

闘い曾わ.， 問ホル (ft51-2001)へ.

U~..I.J隼書館惜し車内 . 

tJS 1 00年会館こども人形劇場

量.を悶"にし1と療しさいコ"いの人形鋼です 今圏

" インクUッシユホルン咽きにのっておし刷"

3こ伊集し。る roひるさんのほう し」 郵便配通を竃

材に展開，る「も匂のoうぴ川乱、?でつjです

とき 7月初日出"午前1時@午後2時 ・とごろー

開館村 -， 砂川斜】脚内(刊自由， ，.以下

"無将 1砂入喝努 6 !l 3日句前9時から同館で発売

開飴.電磁予約は 61!HIから T' ~"m電街 ( ft 34-

o 1 1 1)ヘー

【聞い曾わ.， 肉眼(三条宮前町 宮34-0100，.-t
J..."'-;';坤 Ity.'~鳩山1助副へ.

なら工萎館工芸教室
寮慢の工撃に賓際日"'ちる人を河.に 色分野を代表する工著作震を.聞に

田副側室街 筏港時間<!L.3:'"¥I". 
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晴 名 と 理警

一刀彫
6局、 9113め.欄としぞ火曜日
平後1時一5・"圃

縄吻

(軟‘IIJ

問一叩問酬として即
時"同一午後川 l羽

同膨盟
叩 0 "，仰酬として水曜日
午後2時寸時"，凋

思捌司

内 B 旦胆盟主
i岬

』叩

8叩

木工
JI1 '11， 311込町 Sの日.目|いろいろ傘船仰木を包み合わぜてインテリアオ ナ， .. 人
宇俵 IIH--5時事 ‘圃 l メ~トを作吟ます I 

間 滞lZZJ21t?之12・a|??;つrftffJJJJJ:-rLJL宥，，，人 1 " 叫

対象 原則と して金圃受百億で急る人 ・"阿賀 受""のl孟かl実費が必要 ・申し込み 往復はがきに住所氏名

空宇併司，..号歓室1院を祖降、て 61!12E].j!.祷で同館(司阿梅"“阿字万字町 1-1 ft27-0033)へ 直彼

来館する場合"返<<mliがきを仲谷して〈だきも".電磁では日制L込みで怠ません 多.."舎は繍還 ，その他 8月ロ

日ill¥_1g日出は岬>，.，

怒鳴首昌国



お知§匂・否隊出温鮪ft44-1001 東"'"彊所ft93-OC訓01 兆a也酒田宮71-1017

~.廊清ーJII • 

学園前ホーIL7↑ーブニンヴイべント
包思聡細島の自主的S事手首叉化活・"'''''として墾輔叉化~どの餅作莞慶ψ音量隆完.・・漬舎毒事ど ζ ・lIlÕ<"聞して

.5.うと 7月1日Z返.. 手・銅・明・阪湾...金.，~*・.. ルが調.しIlT_L:nを正三息して民向イベントぞ闘をま，

支化.潰金 クラシック曹績のタベ 国民淳ーの

ー車置且""申桂掴歯~ ー草§轟車協金 名曲由花車 クラシックピアノコン廿ート

と曹 7月4日t劇下樋Z時 -欄. 『チゴイ."ワイぜンJI草.- ート-?&ピ7'.1 r，理E開園J帥 ー
網島大聖位慢の水野正師号ι と ~ ... 7 11 5日(劇午情昔時事 砂幽 と畦 7 11 6日出午睡6時宇 -幽

調 五十嵐由紀f-Iヴァイオリン)、責
調 由民"

ー瞳宜 {チ孟ロJ、k江申 fIピアノ』

通 幽 モダンダンス 取鶴自
向 ..  "画置 『両国尭掴花此』日.. -N . Y'7イu伊恒闘した ー車庫市..属人軍事姐ばたく

置掴ショー~ ..。‘カー 『嗣の週~ I.lll'-
と曹 7月"日開午睡Z崎 ..濁 と晋 7月1211恥γ.，時 '・幽濁 と喧 7月ou.島午睡2時 "幽濁
ー腎百骨子司真山広吾、.山蝿，廊咽 神揮和k.iH副作首摘暗究所 '111 Jf聖 f...¥1..-提之

醇野費息子

定同 署宜仙人 砂入・軒 同料 b申し込み 柁掴はが占にイベント.住所、氏名(品町が(;).電世番号、入量

i 人Eで"書いて、 6fll~ 1HZ.暑で"世哨社会段育現へ..イ且町帽骨は号の骨量配入， .怯1:1イベント阻町.善い

.聞い歯白世 a刷~， ft34-4 764 ，、.

西国公巴邑 『新盤開館記意文化祭』
..公民・・肝MI3.7

月10回.s使周開始と

I;j: !:lll T .閏舗と閏館

自主グループ遭縮会"

・母校に陶値している

文化製を .・の，-

フニングイベントとし

て?周に行いま..

目ごろの宇宙雌壊の

'亀裂や・肉a聖書らし危

パザ.ど姦しい錨

しが温Dだくさんです

λ・剥 録斜.

-温・..同・ 司~)I:. ，届<..句など

西酎呂岡田 0軒目トーワショー 街づくり西奈自トーっ

閣に一人I~&; I>I (;f.1~7.( À1J ::r~.' ~市
国 '"目酔 a・6時 比日 学園桝->1帽岡町 了11: .. I同 _.../1:.1).関9押さん輔

山大"""'.の腎身寄寓§ん悶.....，..ピン 7 1""グシトの本島袋 ~ Á . k.川繍司I!.A.I¥I!長 ョ ，. .ト f~ ，:jl 
.綾子膏同制 ・四 醐人 .軌跡 往IIIIJ4'.I:・ " 民 酬 明 柑 醐 酬 を ・ い て'"

Ull抽で田公民.【，.，叩柑.ー了"， -・ m ・-01 0 1)へ. ， 伎に嶋札多い刷IHUL

制限酉信会館に"駐車喝(有利.・荷車.繕のIlJrlI:a51J)がありま.が台数!こ関りがありま..来喝院公

美交通指闘を利用してくFささい.

国 怨協町ES



。央公民館 (上三条町 ft2 6-6 5 0 6) 
車イス則トイレあり

財団一，~

'"・~、".

醐む掴 (学園前三了日 ft44-0101) 
車イス扇トイレあち

.IT.置の受覇者老事織します

T 

を

三 割 問 c崎町困TEl ft33-0515) 

想世t耳目詰図



-'T鶴習の受繍奮を募集します

2・省内曹 パソコ〆のA臨本操作文禽の作成イ J ターネットや電子メ ルの拘刷Jiilなど 砂対叡 初，.の成人.

すでに羽間企耐え人!~ Ijll.，，，，，でSません 8・醐 帆 H スト代"岬1 ・申し込み4 衝はがきに伎

所同 (川 内)晴樹I'l}，.1'/;'1会配帥f日 ーヰ ザ コース名伸、て 6Jll川崎叫酬 情線

開設{刊削瑚 条大酬 rrll-1い。第2"'， ~ま叩ÀiJ. 一人 l 柑り相スの肘はその肘配人ー

グループで巾し込む治合"全民の住所 氏仇 年併電話醤¥;'1"記入 .ぃ場合Iま循. .その他"'1野公渇には'隆司，渇が

なもため 来場は公共交通健闘を利刷してくださ'"交通俣悶については供会場へ問い合bせて"きいん

察醐ヱ姐跨 {怪畑町 宮 26-6222)

こ¢調習志来年3月まで毎月鯛きます。

(以後の募集について陪随時掲軍越します)

聴寛障がい者向け措置
{男惨陣曹者手順を得っている人)

西世 間 (比一 -¥-0101)
.イス刷トイレ.り

扇面百一寸三百守ース.-.語 ， 扇 .1 :r.. 
."1円，，;; I I・3111・3ース四一四 211 I :;}" 

ヨ騰との醐留は家.，月まで毎月開告ます.

出 ーマンアカデミー"*""

{語大J平副首町 IH 9-6，991

l剛一叩

剛一"旬

四 一1珊刊

視覚障がい者向け積習
(身侮陣嘗醤手帳を持っている人}

"鋼一-17m-
{申し込み】 電磁で 6iJ 29日までに巾役所備保管理穂ヘE

問い合わぜ1 市役所情報管理~1J! (宮 34~1768 撤 34-6674)へ。

園恕ぬ泊



..麿でできる食0・予防

食中毒多発シ ズン到来

家庭でできる食
食中"司多く!率、 食粛の加煎不十分、台所 関理器具泊、ら食品への二次感後

関現する人の李鍾わ、らの食品汚染闘理後の長時間放置忽どによる食ゆ湾留の

付着 繁殖が原因に怒っています.楽しく安心して食寧を守るため .nでも

十分注思しましょう.

くわしく降、市役所衝釜標へ.

~食中湾予防のポイント~
E食畠の麟ス略

。賞除期限悠どを憧留し務僻忽"を岡入

しましょう.

。買い物をしたらできるだげ早く"D 冷

蔵庫に入れましょう固

<l).aでの保存

。食畠....むこ使い切るよ

うにしましょう.

。冷蔵冷濠庫の温度憧理

をし箇め，ぎに注思し

ましょう.

③下準備

。よく手を涜いましsう.
。生凋や織を切った後の包

Tやま広板はよく洗い、

肉周 魚F再定率ど使い分け

るとさらこ安全です.

。解凍協冷蔵庫の中や電子レンジで行しk

水を便って解凍する・合16，J[密性密鎗

にλれ況水を使いましょう.冷濠 m
~をIID遥.のu危震忽のでやめましょう.

。食盤や調理盟奥忽ど怯使った後~ぐに

"剤と潟水でよく決いましょう.包丁

食盛 衰芯板忽ど16:， jSたった後然高をか

防ふをん<l.:J!9剤に晩つフ込むと刻

笥頃"院があります.たわしやスポンジ同主

婦携すればより安全です.

@闘襲

。タ，"レやふきん惨箆い1と淘潔悠も岬を使

周しまめと交慢し~しょう.

。十分に加銅しましょう.めやす硲 75t 
で1分以上で..

。料理を途中でやめるよう'"寺山寒 冷麗庫

、土ゲ ー¥ に入れましょう.再ぴ聞理する

とき，. 十分.，~しましょう.

。‘子レンジを使う.. 合1率 . 

子レンジ周.，，，を使しに調理

時簡に気を付11~ しょう.
黙の伝わりにくいものa筒

々かき混ぜることも必隻で

す.

⑤食・

2で清潔"盤奥を

使い鴻潔忽食糧に撮りつ

11ましょう.

。s・a画家、室温で優く保存して陥いl才衣笠ん

⑥残った食畠

。甥った食届怠きれい"食鑓を便って保存し

寧く洛えるように浅い窓器に分げて保存し

ましょう.

。温Uめ直.崎も十分に加費削しましょう.

0時間b'経ち過ぎたり ちょっとでもあやしl
いと患ったら食ベザに鎗てましょう.

ZETA百前園
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l 健康のコーナー
保健也ンタ-(=*::1::13南ー了間-…-1111)

開"醐(三射醐ー了目1一回 包34-1110
総合医'検董センター (明白木町519-5 n33-78761 

母線教室
同日開t時"過ごしま佐川

同""' H!II~凶""の剛幅削
{聞として 3闘議できる人〕羽目"

今回の..，宮室..衡の弓九文樋"..  

できる人 ，ととろ…保健<:"'- . 

縛四一軒帥刊筆酬鳥 叫

し帥 叫 IU'dl同日柑

制I''t.1Il. Hi!日閥抗引で

同制'"帥 柑111'1"11へ夢

、場合".竃

新生児・経度"紡間
経厳幽盆..で箇んでいる"きさ

ん剛..に倒置してみSぜん+."1民
‘が伺いますの守桐剛Lてく吃暑い

"暗自慢 経・u ・8を2隼".の億.
時'"打の衛生児 同 し帥 ，

f健康叫にU~H": ，，.，1f婦は.'，

dち 2島、叫偏重児"が~ I:j/:-I'.項..、

で鰐湿布るか闘でe酬帥...

へ 吋 叫 .聞'"ず事前"..L
でli'-1す拘品匝."一切あり，ぜん

予防鐙種

M 予防権担金.別"需で行、 2寸

H幅削酬"園叩 )0~'"値"
俸制です
「一一ー-

1附酷

伯"4日・‘a"agをaL ，， 苧車日司"開
司tまれのT 阻嗣巳..した

r "，"厨長"
.L~IはLかJ 甲車，，~，月 司"昨年..，
凪しん 生まれのf 日且範的骨量れ

，う手 ""011 

E本園長
I"'H1'掴"

岨 げが

週初・'"ョて殿 ~JI"N!I'縄問 l'i i 
" ，委稽IltH'， Ll'ltc.1をもらうて〈

山川"・ a臼とお川酬時.

11-4 JI上旬，"， 岡本腕炎1:7H，f 

Mまで+受けてくとき，" 

fI'JHI"J. .知脅左手... I'jf健

司肝・医師うて ('/:"1>'均値制鎗のよ

〈帥る人州札て〈町い。

省民a姐衡が""，t受けられま省ん 住入

園EE「品官官品

"・肉.柵で温・.のな』人は 市健

婦‘金.-、週・ーして〈だ居、"

農各予防纂虚..ける・tこ『予防権担と

Fどもの・，.，をよ〈畿んで受けてくr
~ "0 Rつでもか人は肝附間

町.-色.縄問a市役祷.生麗で受"取

って(I! ~ぃ

結核住民機"
組械の専問.見をめ"て行い 2寸

.穫は 輔副除する繍気でまだ定令に"な

〈念。てい2ぜん.自分のえめ またみ

ん会mために匁に Pr'~.f.，l"機.，受付

Sしよろ

-と聖 .月 161l'_uTa9時宇一 "時

・ところ 盆合!K!fI検住宅ン，- ・鋼・k---'5I1trスょの人 {ゆ?坐 oIil'i!'段 低

・・ 事東南で..する人U除〈 、 .. 

盆一Mft ..し込，"，"'l・4可日直篠

崎へ 惨凪鳴出一時併桝襲、.

" が ん 検 "
岬酔酬附です.."…l'olll jの人{艦II:UI曾"

岨慮剛一年 1闘 噌酬…，，-的

iill: ，叩 。7棚上と刊帽問

削制"の人"酬('"L"Mtl 
商事し由" ・・し込み 電話..月初

目山市役所制増進課へ H 叫

…機識の続無 柵曾償金の笹要，人凶

H 叩柑恩"lToJ・・:;t'" !:'で
附噌針4金制 j，t: ^"J f:.'II!"~ 1 

eん@乏允 現盆?合.中の人過去，，-1'

衡を受-，三人.州曾積金にな。t，̂IJ 
舎..ι網後Lで〈だき"-

腕がん機"
箇がんの死亡司~IJ"_.滑加してもます

・" 昭電IJ..'ん・.，受け 早.. 岩見

し健康"~めましょう

同・ -- ~O段以上の人{川崎"

'重量S聞周 一年1属 ・制盆一歳1i<'J" 

U岬 1耐 の 給 問 機..'j健即刻附

則 ゆ内 {内有信仰叫).t::.f! l晴以

上左生i~ I最R・ 4業R健..健..の人"

宥膏代のみ {・し込"If1: '" l幽"

-・し帥 …朝刊110111 "t'1柑

月時間制へ ・叶 輔の師

".検..円必要借入"司..や糾 4喪..
b ますF 勘働党合どで闘・の倹.を..

Eれた入'"る嬰，句ま@ん また現住

情相人過去i子衡を受けた人叫

脅繍盆i金一，合人" 主治医l相級Lて

〈とき h

か5だの悩みよろす相限
(老人保駐日k婁づく胤闘冊
_.，っ、て箇みのある入l川明L

でU!岳、 .睡聞による個別刷扱が受付

<，I，，-t， 'IIo:l.ll"1肺補同Lf"t.

・ とを -- 6JI10II C!>午後 2 ・~1'-~時

H ころ ー休日同時刷所 同 .

ー耐震人 ・・し込みー電磁で，但所健百貨

噌温留、

成人商科健康相鍛

.鶴屋舗が欄破"<iSじます む...
1i".Iii. t̂t."/:"nl耐1..(，，1Ii!ご

とのある人"気縄i網降して〈だきも

{・.と医院の紹介ばで..ぜん}

・とを 6111111AA-飾的時一日 . 

ところ 保健セン ター .."…成人

同 し帥 相時酬剛"UIM"'.

健廠鴎盛「ビタミンの路j

~問 問 予叩時~

aa"'"償貸4ヒJ ターが開書室す.

・<':1!"'6!11‘'"前後2嶋一 3・・，

・とごろ….介.・検盆<:'" ー ・目隠

商 権風!<T-M詳保健智唱を〆'ー岡野慢

の山4ト剖1-~}. 岨剛…酬 岬

し込"""~'I!，刊叫へ 帽し噛わ
曾 l官役務衡徴集重点 U肉4ヒノターへ.

，話通..町ます.

目の健康相殴 B
欄間抑制で削H .

・と1!"'6!11211昨後2陶-，陶 .

とζ ろ…副院医・金，~ ，，"ル，ンター

{岡市) ・働省間 喝 医 師州.

.科医会，..07‘(-22-8502) 

へ.師検討刊行勺ても 111".1，.. 



奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
隠
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

B月4日伺)から

ごみの収集曜日が変わる地域があります
~阪奈道路・大宮通りを境に曜日を分けて収集~

※阪奈直路・大宮週りか5南側
燃やせるごみ火雄日 金曜日

燃やせないごみ JI 1 li'l指定する木曜日

その他プラスチック 木曜日

※阪車道路・大宮通りがEう北側
燃やせるごみ 一月a種目 木曜日

燃やせないごみ 月 1回計什ぷする金曜日

その他プラスチァクー水曜日

告家庭に配布してある「ごみカレνダ J " 怠やせるごみ収集円が月曜日 小曜日収集"，.湖"

曜日 盆曜日収集JI!1肝炎喪になっていますので 叙集曜日に合わせて使用してくだきも。

鐙やせ.いごみの収集11は fごみカレシグ Jで錐立して〈だき，" 

m 

A鯛

創
刊

A
ザ

+
l
l
l

t除巾清焚公訟の収集旭域の収集曜日は これまでどおりです.

ごみは、収集日の守備7時半までに定められた地所《品してくださ，' 

ごみは透明または吋明刊に入れて出してくだ，弘、@

{悶凶合わぜ】 市須周監布告捻餅 事務所(曾 71-30121へ.

h"r~f.'叩_<1ty脳'.nor・.，制しみん'"よ句時acでいます醐問訓トムページ
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奈た百三ぞ

私
た
ら
の
ー
ら
合
昆
野
合併良
。

美

L
、
白
然
ど
優
れ
た
文
化
這
産
に
恵
ま
れ
た

後
世
に
伝
え
た
い
犯
在
の
奈
良
を

市
民
の

皆
様
の
ア
ン
ケ
ト
を
も
ど
に
選
ぴ
絵
晶
に
錨

き
ど
ど
め
た
同
点
の
持
品

「事
良
百

E
Z
を
毎
月

-
日
号
で
ロ
月
ー
で
順
に
』
紹
介
L
S
十
。

うぐいすの滝

仰.. 
e臼山原船体め奥海<1: f摘す4aゐ施.rやまとの*l

として古〈から・組め人@のや怖と源〈関わる裕￥な水

脹れた水環境として選定きれた げや2左のす，*J(崎選n.
鴛の穐め名伽ついでは宍かでUわが沌型船立色静

か』陵めると 一面.色の符i贋われたむ院が見える.. 

叫 4うる白いしぶき 附谷間1<'1.'この9 て溜〈返〈に

ハそる鋼電の'11.iEl:1房総'-*を.. 今に，飛来する様

a岬1l'iU!!きれるひ左 tiきだった.

11. 

右辺.夫自

十輸院

問 団 叫?りズミカ叫ーヵ

える肢 で菊名会I覇軍の本SIH誕島町

のー酬に鏑ま しいたたずまいを見せる

鳴し哨lIl't.'d' 十臨 と いえば併と

曾っても苫扇面である・

'1'惜以来信仰全集めた槍・8事障を本

@に脚色しでf:illll*と酬帽

を..， 線網の筒ズ 蹄まを刷り6

聞記Lた個師刊州まの.Hi.
船舶座すと惜と酬 の縫界。

』るような奇妙な樗進惑を食えて思わ

ず合.する.

• 



興福院

お長晶量 圭侮

佐保川の返〈法華町のこんも句とした

船 ご滋ろょう i黄金浜がある.そニには

aを宵療に左右自 大iき〈 柔ら泊，・

憾で本.の8属機"^がる.ぞIll;l.まるで

本館阿弥陀民楽泊闘"・広げて念ずる人

を抱きかかえてくれるよろに もの.，.

lしかも.容をもって通えてくれる.

興循陵の2厚生11，Iを」崎両を盆調l包

み込んだ静夜の空気の，'，で色々 1:(1分

量聞も訴す得がたい"を闘郁蟻旬込め

たよ Jう 1~ 1I.える

三校祭
久保 男作
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鎚地
前川面耳f棺

"'に.';>);IIURの舗に位匿し 附帯

針。 i また剣A・と変化する一日の光

震を大働隙と共6ご映して翼民λ鍵穐.

曾遊'"心Aホ?と安らぎ告らえ

て〈れる*iIiにうっす大悌般を見てい

る左 遍いいにしえ4ご引きずちゐまれ

る恩もで もつまでも腐をわすれて

迭の鳴にすわらちれる.

"， "j匂・た"J~. ' '''''' ，c~
思統北山十八附戸

清 図 纏 司作

ーこの作aedS栓i絡げる

不愉の術..実済にさ佐蔵，知げた

両大"め僧.恨，，.大$ 興掴脊

が見える奈良医"山" 不百台の

鍋智般i4.u..t.山 十八剛戸.，さ

でた .

長績は 自費と極戸で閉ぎ きれ

て朗会タな 乎，合ねせ〈ず

れゆく 体で‘しを受げながら生き

"‘ た生・のうずきが溢れて" 雌

に仰ぴる 拾いずか‘.J:!きの録炎

に不百台の備前.の"もいが 今も息

づく.



奈良町界隈
圭晶;，:，証作

袋N.i"i最$業にさ加し

開・t"llif， ~きれた. 久し.町に町のス
ケッ+に 以酋歩いたところを恩い

幽Lた 裕子の町釜みや老舗の町家

を再三たずね 結局 .姻の胞の柵

え 「のれんJの.， 腐.の・な

どに興除~ $JIfぇ 術開氏宅の..

e遺んだ.，持良町にふさわしい庖，

t謄え再三・いスケッチi事念した.

調医お伺ら性ヨ医

1面「作

ウザナペ コナパ陵曝.鍋怒して.

楼帳伊を.へ行〈と催促古喰僻が

あη .初i酋方後門峨のウワナペ

"'1ft:があ旬 醐"にコナペん績が

処えてくる.

元明夫島問置と優ぜられ ，.時代
山

則明のもの?様々と叫川崎

しく <'i墳の尿検が8・と剛明な・

1きで画.(.i"-t~.z， . !抽叫S唱

河野であ旬途..点在する民家が 】

の風飛をよりよく免しく見せても

る

平成昨日'"肘調介した作訓告良市開瑚ホールにて 611( Iト 611:1911f't"岨"と制願1:1‘示して
います.

6月([J-6月15llf1れずの制 ro鎗院Jr興福間「三校則

6 1118日-61129日 『鹿..山十八開声Jr厳命Jr字額奈辺陵島 4奈辺被IU睡望Jr奈良町界隈」

(t;t:'l.. 土日・M 附 していt-t.)
{問い合わぜ】週優良V村役所文化省興課

電絹代表 34.1111
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